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8． ア モ ル フ ァ ス セ レ ン の 光照射に よ る弾性的性質の 変化

都 　築 拓 也

　ア モ ル フ ァ ス カル コ ゲ ン 系半導体 にバ ン ドギ ャ ッ プ以上 の エ ネル ギー を もつ 光 を照射す る

と
、 構造変化を伴 う光黒化現象が起 こ る 。 その 微視的機構は未 だ 明 らか で はない

。 我々 は 、

光照射が原子 間結合に及 ぼ す影響 を調べ るために 、 二 配位鎖状構造をもち最 も単純 なカ ル コ

ゲ ン ガ ラ ス で ある ア モ ル フ ァ ス セ レ ン につ い て 、 光照射に よる弾性的性質の 変化を超音波 を

用い て調 べ た。

　試料 は 、 LiNbO 　3 圧 電結 晶上 に真空蒸着 した 薄膜 を用 い
、 膜厚 を1．5μ m 以 下 で 数種 に変

えた もの を用意 した 。 こ れに 150MHz の 弾 性表面波を通 し 、 そ の 音速及び減衰を測定 した 。

　光照射は、試料を90K の 温度に保持 し 、 タ ン グ ス テ ン ラ ン プを用 い て行 っ た 。 音速の 測定

に は 、 微 小変化 を正確 に捉 え る ため に パ ル ス ・エ コ
ー ・オ ーバ ー

ラ ッ プ 法 を使 っ た 。 音波減

衰は 、 二 つ の エ コ
ーパ ル ス の 強度比か ら求め た 。

　光照射 に よ り音速 は減少 し音波減衰は増大する こ とを見 い 出 した 。 音速及 び減衰 は と もに

照射時 間 に対 し対数的 に変化 し、 約 20分後 に飽和 した 。 また 、 90K で 光構 造変化 した試料 を

室温 に戻 す と 、 音速 も音波減衰 も照射前 の 値 に 回復 した 。 即 ち 、 光照射 ・
ア ニ

ール の サ イク

ル に対 して可 逆 的で ある こ とが わか っ た 。 また 、 セ レ ン 薄膜 の 弾性定 数の 光照射に よる変化

を見積 うと、C11、　C44 とも 1 〜 3 ％滅少す る こ とがわか っ た 。

　こ れ らの 結果 は、光照射 に よ っ て セ レ ン鎖 内に構造 の 乱 れが 誘発 され て 鎖 内共有結合が 弱

ま っ た こ とに よる もの と考えられ る 。 さ らに詳 しい 機構 を探 る ため に 、
セ レ ン と同族 の テ ル

ル 、 イオ ウ をセ レ ン に 5 ％添加 した試料 につ い て も同様 の 実験 を行 い 、検討 を加 え る 。

9。 二 次元 ・光双安定性

萩　本 憲

　 非 線 形 媒 質 と し て ナ ト リ ウ ム ガ ス を 用 い 、 共 振 器 を 持 た な い 光 双 安 定

系 に 広 い 断 面 を 持 っ た 直 線 偏 光 の レ ー ザ ー 光 を 入、射 さ せ て ス ピ ン 系 の 二

次 元 的な 振 舞 い を 実 験 的 、 理 論 的 に 研 究 し た 。 こ の 系 は ナ ト リ ウ ム を 入

れ た セ ル と 八 分 の
一 波 長 板 、 ミ ラ ー で 構 成 さ れ 、 通 常 の 細 い 直 線 編 光 を
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